


































































































































　997 年に、築 00 年の民家を改修して通所施設とし



























































































































































　デイサービスの利用者は  日約 0 人、その半数が
















宅老所（デイサービス） 2 １名は事例１のＡさん（平成 22 年）














事例１ Ａさん　（90 歳代後半　女性）　要介護 5
















































































































































































































































































































































































































































































看護教育の祖であるが、著書『NOTES on NURSING 







































































































































































































































































































































口問題研究所『日本の将来推計人口（平成 8 年 2 月推計）』
２）宮田和明　近藤克則　樋口京子　編著『在宅高齢者の終末
期ケア―全国訪問看護ステーション調査に学ぶ―』中央法規
出版 200 -5 参照　
３）樋口京子 篠田道子 杉本浩章 近藤克則編著『高齢者の終末
期ケア ケアの質を高める  条件とケアマネジメントツール』







７）佐藤眞一 大川一郎 谷口幸一 編著『老いとこころのケア―




紀要第 6 号 200 -62
0）坂田三允編集『日本人の生活と看護』中央法規出版 998 -5
）遠藤幸子「日本人の霊性を見つめたスピリチュアルケア」









5）前掲 0)76-77 生活モデルのターミナルケア 老いを拒
む社会になっていないか 
6） 新田國夫 編著『家で死ぬための医療とケア 在宅看取り学
の実践』医歯薬出版 2007 2-7 延命治療の差し控え・
中止する ( ＝看取り ) の条件
7）前掲 2)09-「利用者家族へのケア―医師の役割」　
8）遠藤幸子「施設における高齢者ターミナルケアのあり方」
東海女子短期大学紀要  号 2008 79-88 




2）前掲 ）8-9 高齢者の終末期ケアの質を高める  条件と
構成要素 満足と期待度
